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いかに幸いなことか／ヤコブの神を助けと頼み

主なるその神を待ち望む人

詩編　146 編 5 節 ・ 新共同訳



シリーズ説教

　レビ記 19章に、次のようにあります。「聖

書略（9‑10 節）」

　神の祝福は戒めを守るその人に与えられる

のですが、その人だけに向けられたものでは

ないことを、さきほどのレビ記にみる戒めは

示しているのです。「穀物を収穫するときは、

畑の隅々まで刈り尽くしてはならない。収穫

後の落ち穂を拾い集めてはならない。」「これ

らは貧しい者や寄留者のために残しておかね

ばならない。わたしはあなたたちの神、主で

ある。」つまり、その祝福は、決してその人に

だけとどめられるものではないと教えられて

いるのです。その祝福は、神によって豊かに

されたその人を通して、貧しい人、寄留者と

いう弱い立場の人々が生きながらえるためで

あるというのです。自らに与えられた祝福の

うちに、相手、今日のたとえで言うなら「門

前に横たわるラザロ」を見いだすようにと招

かれているのです。

　それはちょうど、アブラハムが祝福された

場面を一つの例とすることができるでしょ

う。主なる神はアブラハムを祝福し、次のよ

うに告げられています。「あなたによって地上

の氏族はすべて祝福に入る」。つまり、アブラ

ハムが祝福されたのは、個人的な経験なので

はなく、また彼の家族に限定されたことでも

なく、彼の生きた時代を超えて、すべての

人々が神の祝福に入るためだと言われている

のです。つまり神の祝福は、律法を守ったそ

の人にのみとどまるものではなく、アブラハ

ムに告げられたように、すべて相手がいるの

であって、あらゆる人々に分かち合われるも

のであるということです。もしあなたが祝福

されているならば、そのあなたを通して、あ

なたの命、あなたの人生を通して、神の祝福

はまた誰かへと広がっていくことが期待され

ているのです。アブラハムが「あなたによっ

て地上の氏族はすべて祝福に入る」と告げら

れたのは、こういうことなのです。

　最後に今日のたとえから聞きたいのは、ラ

ザロについてです。

　イエスの数あるたとえにおいて、唯一名前

が明らかにされているラザロですが、その一

方でたとえにおいて、当のラザロがひと言も

語っていないのは、不思議にみえます。あの

金持ちの方が、ラザロに比べるなら圧倒的に

存在感があるようにさえ思われます。

　しかし今日の「金持ちとラザロ」のたとえ

の主役はあの金持ちではなく、ラザロの方に

ちがいないのです。なぜなら、ラザロは彼自

身によってではなく、ただ神によって祝福に

招き入れられているからです。これが今日の

たとえにおいて、示されていることなので

す。こうしてすべての命の主語が、ただ神に

ある。これが「ラザロ」「わたしの神は助けて

くださる」、イエスのたとえにおいて唯一明ら

かとされている、この名前が意味しているこ

となのです。

　同じように私たちは、ただ神の助けによっ

て生きるのです。たとえその人生がうまくい

かないように思われたとしても、困難に直面

するような時にも、神はその命の主語となっ

て、持っている人を通して働きかけているの

です。これが今日のたとえを通して、イエス

が明らかにされていることなのです。この神

に望みを抱いて、ただ神にあって生かされて

いる私たちは今、そのまま安心してキリスト

を通していただいた神の恵みと祝福を携え

て、すべての人々へと派遣されてまいりま

しょう。（聖霊降臨後第 16主日）

「望みはただ神に」　　　佐藤和宏牧師

　ルカによる福音書 16章 19‑31 節



証し　「恵みと感謝」②　　　◯井◯子

7 月 26 日の信徒礼拝での証言です。

　30 年程前に、藤が丘教会に転会しました。

孫たちが小学生の頃、教会学校のクリスマス

礼拝に出席させていただきました。その時、

小副川先生のお話の中で、クリスマスはうれ

しい出来事がありますと言われた瞬間、一番

下の◯和が、すぐ手を上げ、『サンタクロー

ス』と言ったのです。先生はすぐに「そうで

すね。それと同時にイエス様がお生まれにな

られたうれしい日ですね」と言われました。

教会に行ったことがなかった、◯和が目をキ

ラキラさせて手を上げた。イエス様の事を知

り、教会とつながりが持てた。素敵なクリス

マスの思い出です。

　3年前、教会学校の報告で、「トーンチャイ

ムを始めることにしました。皆さんもどうそ

参加してください」と言われましたので、す

ぐに参加させていただきました。昔、ハンド

ベルをやった事があったので、トーンチャイ

ムもやってみたかったのです。礼拝に始ま

り、その後はトーンチャイム、お誕生会、工

作や旧約聖書からのお話しなど毎週楽しみに

参加させていただきました。とても楽しいの

です。

　日曜日の夕食の話題は、自然と教会学校の

話になります。「今日は 6 人来たよ」とか「3

人だったよ」とか、「今日はトーンチャイムだ

ったよ」とか、主人も楽しそうに聞いてくれ

ます。子どもたちの話は、二人に昔を思い出

し笑顔をもたらしてくれました。

　教会学校に少し慣れて来た頃、礼拝のお話

をしてみませんかとお話があり、初めての経

験でしたが、お受けする事にしました。与え

られた聖書の日課にそってお話するという事

は、私が思っていた以上に大変なことでし

た。私は小さい時から教会で育ち、両親のも

と、神様はいつも共にいて守ってくださる。

だから感謝して毎日を過ごすということが当

たり前でした。神様がいらっしゃる事を信じ

て疑わないのですから、疑問もありません。

聖書のおはなしも、みことばもすーっと入っ

て来ていました。ですから真剣に聖書を学ぼ

うとか、深く知りたいという気持ちはありま

せんでした。お話をするということは、何度

も何度も聖書を読み、与えられたみことばを

子どもたちに伝える責任があります。それが

いかに大変かを改めて思いました。

　神様をただ信じているだけの私、普段何気

なく使っている信仰、福音、復活、洗礼、ど

れを取っても伝えるのは難しいのです。

　私があなたがたを愛したように、あなたが

たも互いに愛し合いなさいと教えられ、愛す

ると同時に、あなたがたを赦したからあなた

がたも人を赦しなさい。そして受け入れなさ

いと教えられ、愛する事は赦すことですと、

自分自身を犠牲にされたイエス様。そのイエ

ス様がおっしゃった愛すること、赦すこと、

感謝すること、これは話すことができても、

難しい聖書のことばを伝えられない私に、神

様は「もっと聖書を深く読んで学びなさい」

と教会学校という場所を与えてくださったの

だと思います。

　ペンテコステの日に、教会学校で話された

聖霊についての話。私の胸にストンと落ち、

本当に聖霊が降ったのを感じました。そして

思ったのです。あー、私は聖霊に満たされて

いるのだと。その恵みに身体がふるえる思い

でした。聖霊という言葉を使ったこともない

私でしたが、その時は満たされているという

のを実感できました。礼拝の最後に牧師先生

（次ページに続く）



今月、

受洗記念日を迎えた方

●女性会だより

　9月 21 日　女性会参加者 10名

　司会、祈り　小◯姉　　

　讃美歌　教団讃美歌 355 番

１　聖書の学び　「満足」

　　マタイによる福音書　6章 28 節

　　「野の花がどのように育つのか、注意

　　　して見なさい。」

２　女性会例会

　①9月 27 日　城南神奈川地区女性の集い

　　について

　②女性会日程変更について

　　11月 16 日→11 月 23 日

　　12月 21 日→12 月 7日

　　　　　　　　（女性会総会）

　③在り方検討委員会報告

　　　　　　　　　　　次回は 10月 19 日

　10 月に入り、朝晩の気温差が体調に影響を

与えるこの頃、主にある皆さんには、主の祝

福のうちに平安にお過ごしのことと思いま

す。いつも教会のためにお祈りいただき、あ

りがとうございます。

　秋の行事予定をご案内いたします。

10月 19 日（日）15時　秋季墓前礼拝

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

11日　清◯◯兄、◯藤◯ね姉　

13日　犬◯由◯子姉、◯林◯也兄

24日　清◯◯子姉　

25日　◯田◯一郎兄　

27日　◯崎ま◯か姉　

28日　◯村◯樹兄　

　　　　　　　　  29日　横◯剛兄

　　　　　　　　　　　横◯◯子姉

おめでとう

ございます。

●牧師室より

からいただく神様からの祝福、第一礼拝、第

二礼拝と二度も神様からの祝福がいただける

恵みに感謝しています。本当に教会学校に関

わらせていただいてよかった‼  80 を過ぎ、

年相応におとろえを感じ始めている今、これ

からも健康を支えられ、お休みすることな

く、ずーっと教会学校に関わっていたい。心

から祈り願っています。

25日（土）宗教改革合同礼拝（池袋教会）

11月 2日（日）は、全聖徒主日礼拝

※召天者を覚えての礼拝です。お写真をご持

参ください。

礼拝後、信徒懇談会

9日（日）第一礼拝　子ども祝福礼拝

10 日（月）　虹のひろば「楽しいクリスマ

ス」松ぼっくりがミニツリーに！

16日（日）　説教者　江藤直純先生

礼拝後、半日修養会

23日（日）　女性会

30日（日）城南神奈川地区オンライン合同礼

拝（藤が丘教会から配信します。）

12月 6日（土）　クリスマスコンサート

※ティンカーベル（トーンチャイム）を迎え

て


